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来
落
に
闘
す
る
三
新
著

』7.

正

民生

品
川
叫
制
前
後
L
て
潟
市
誌
に
闘
す
る
-
一
つ
の
事
京
五
に
蹄
b
れ

た
。
人
定
地
瑚
町
中
山
研
究
に
之

L
き
我
幽
に
と
っ

E
は
誠
に
斑
引
に
耐
え

ぬ
断
て
あ
る
。
と
同
一
一
一
ワ

ω
者
世
は
何
れ
も
お
布
目
制
刊
を
土
〈
去
叫

L
、
慌
て
'
t
o
内
容
は
夫
々
士
〈
拠
っ
た
脚
色
を
荊
す
る
も
の
と
あ
る
。

著
書
白
批
評
山
如
き
は
組
め
℃
同
雌
に
し
て
、
容
易

K
赴
訓
を
繭

γ
べ

e

も
由
て
な
V

か
ら
、
余
は
問
中

ι
蹴
了
後
の
感
旭

E
遮
〈
n
A
っ
そ
の
内
山
廿
白

艇
榔
を
示
し
て
、
阿
川
中
山
士
山
喜
幸
に
供

L
出
血
い
と

m-to

銘
二
十
五
血
管

四

悠
六
都

凹
アミ

第

小
川
内
辿
敏
氏

四
棋
務
ピ
地
理

小
削
内
氏
は
人
も
知
る
如
〈
我
同
様
路
地
瑚

mu叶
山
大
先
制
岨
ど
あ
る
。

世
て
「
帝
柿
左
近
郊
」
な
る
名
越
を
蒔
け
に

L
て
、
革
製
自
注
目
A
h
る
所
と

な
り
、
爾
禅
師
輔
市
に
於
け
る
柿
々
山
捌
光
は

ι
ω
#由
研
究
方
法
を
川

ふ
る
と
い
ふ
躍
に
大
な
る
川
脚
部
を
及
ぼ
し
た
吐
叫
て
あ
る
。
そ
の
後
若
者

は
早
稲
川
嵐
山
雌
副
大
川
甲
山
講
師
と
し
て
人
文
地
瑚
本
i

管
制
ぜ
ら
れ
、
又
朝

鮮
総
督
山
田
胤
託
に
よ
ヨ
て
制
山
齢
制
蕗
ゆ
削
査
を
行
U
、
己
に
そ
白
岡
査

研
究
山
一
部
は
時
け
に
さ
れ
た
。
川
県
に
今
川
そ
の
冊
拭
な
り
主
以
な
リ
を

ま
と
め
て
公
刊
せ
ら
れ
た
。
「
来
臨
と
地
理
」
は
印
ち
之
れ
て
あ
っ
℃
、
長

十

八

制

よ

り

成

る

。

・

部
一
削
山
楽
町
附
と
地
叫
に
於
て
は
、
来
帯
地
訓
ヰ
の
任
務
を
越
べ
、
囲

品
作

ω
飽
き
血
ほ
し
同
船
川
て
な
〈
て
日
本
自
身

ω
抑
制
拭
宜
主
剛
山

L
、
匝

ι

来
格
。
研
先
に
於
て
は
問
中
に
虫
川
的
制
築
山
み
な
ら
ず
、
常
に
陸
且
的
砧

制
的
翻
魁
K
立
つ
ベ
さ
を
力
説

L
て
あ
る
。
之
日
余
山
見
鮮
と
同
一
に
し

て
、
棋
倒
張
梅
山
特
外
性
白
耐
究
は
H

制
払
肝
川
ー
の
事
て
あ
る
。
余
は
ζ

由

主
峰
は
山
首
に
諜
路
地
瑚
山
み
に
止
ら
ず
し
て
、
我
闘
一
般
山
人
文
科
棋
に

於
C
も
山
岨
〈
品
倒
せ
ら
る
べ
き

4
で
あ
る
と
思
ふ
。

uλ

』
有
は
我
酬
に
川
崎

て
人
文
地
訓
胤
中
山
路
詮
せ
ざ
る
を
誼
備
と
し
、
そ
の
研
究
方

U
A
V文
献

凶
調
査
に
喜

fω
力
走
川
H
V

て
尉
る
。
そ
回
努
h
H

目
あ
と
は
各
制
を
祖
じ

て
之
を
覗
ふ
事
が
仙
車
る
。
文
献
を
検
京
せ
ん
と
す
る
人
々
は
先
づ
と
の

時
世
踊
か
る
べ
舎
て
乱
ら
う
。

M

民
に
著
者
は
丈
化
議
出
山
中
小
出
を
葉
市
山
中
ι
n
A
山
さ
ん
と
し
、
諜
謀

叫
市
鶴
田
中
に
そ
れ
ん

L
曲
民
族
制
、
主
化
柑
帥
を
把
捉
せ
ん
事
を
旨
去
し

・." .， 



て
居
る
。
即
ち
第
三
嗣
肱
洲
村
落
批
曾
研
究
白
地
理
皐
的
傾
向

A
び
第
十

編
日
本
申
地
方
的
特
質
と
人
口
移
動
、
第
十
ニ
嗣
制
鮮
地
方
生
前
研
究

由
意
義
田
中
に
於
て
、
乙
の
鈷
が
特
に
明
白
に
主
峰
し
て
あ
る
。
之
は

出
向
戸
昨
日
ロ
の
誌
を
侯
つ
迄
も
な

f
、
何
人
も
是
諒
す
る
所
で
あ
る
。
い
ふ

迄
も
な
〈
架
落
に
於
て
寺
地
方
自
文
化
の
程
院
、
組
抽
問
献
活
轄
を
-
口
し

て
理
解

r
る
事
が
出
車
る
。
併
し
我
々
は
間
中
に
褒
蕗
に
於
て
民
族
竹
な

り
、
各
地
方
自
文
化
を
且
出
し
う
る
と
い
ふ
丈
け
で
は
す
ま
さ
れ
な

v
。

科
串
と
し
て
の
人
文
地
理
串
は
抽
説
諭
よ
習
も
先
づ
事
象
を
現
官
に
岬
究

L
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
如
何
な
る
程
度
に
文
化
が
諜
蕗
に
於
て
岩
現
せ
、
b

れ
C
尉
る
か
を
研
究
す
る
事
が
第
二
端
で
あ
る
か
ら
、
我
々
蜘
平
に
車
す

者
は
先
づ
ζ

の
鮎
か
ら
琵
且
ナ
ペ
〈
、
車
な
る
主
張
と
し
て
了
ら
し
む
〈

き
ど
は
な
い
と
思
ふ
。
第
五
鋼
大
相
酬
は
武
臓
野
白
研
究
に
し
て
、
品
目

「
帝
都
と
近
樫
と
の
副
市
抑
と
思
は
れ
る
が
、
民
国
最
も
得
意
と
せ
ら
る

h
架
落
魁
化
白
過
程
が
簡
単
ヤ
ら
明
植
に
呈
示
せ
ら
れ
、
之
に
よ
っ
て
稿

着
白
足
ら
ざ
る
所
を
制
ひ
、
大
都
市
内
主
婦
村
搭
の
都
市
化
の
過
程
、
生

産
部
磁
の
鈍
化
世
知
る
事
出
向
車
ょ
う
。
匝
に
銘
七
、

λ
白
雨
制
は
村
落

由
貿
地
踏
査
記
に
し
て
、
調
査
に
附
す
る
背
心
、
技
術
的
右
法
等
を
誼
俗

的
に
前
述
し
て
あ
る
@
後
曲
者
白
菜
と
す
〈
舎
も
の
で
あ
る
。

第
十
綱
及
十
一
一
嗣
は
地
方
的
帖
質
山
研
究
即
ち
地
方
主
識
を
高
調
せ
る

も
白

τあ
る
。
従
て
地
域
研
究
が
地
理
串
白
根
抵
で
あ
る
と
い
ふ
。
之
は

プ
ヲ
!
シ
ユ
氏
自
主
政
に
恭
〈
も
自
ら
し
い
が
、
之
は
正
に
我
圃
に
於
て

も
力
強
〈
主
盟
せ

b
る
べ
き
で
あ
る
。
著
者
の
い
ふ
が
如
〈
、
「
日
本
白

地
方
的
特
色
は
三
百
年
来
四
定
せ
ら
れ
、
各
地
方
回
目
夫
々
特
殊
白
地
的
部

、一
を
な
し
て
居
る
事
が
、
凡
べ
て
の
枇
曾
現
泉
に
現
は
れ
て
居
る
」
の

業
蕗
に
闘
す
る
三
新
著

韓

輯

は
、
何
人
も
一
也
事
難
い
。
申
央
集
機
嗣
由
回
開
立
さ
れ
た
る
今
日
に
於
て

も
、
仲
々
ζ

の
地
的
揮
一
一
口
崩
れ
な

V
。
地
方
的
特
色
を
見
出
L
、
地
的

揮
」
を
以
て
一
定
的
地
輸
を
比
較
研
究
す
る
事
位
、
人
文
地
理
阜
の
第
-

D
悟
務
と
す
ぺ
き
て
あ
る
。
従
車
白
人
土
地
瑚
事
。
加
〈
、
個
々
の
事
象

を
抽
出
し
て
、
そ
の
地
人
相
凶
申
醐
係
を
研
究
す
る
位
、
人
文
地
圏
平
山

凡
ペ
て
川
区
は
な
い
。
地
域
的
研
究
と
そ
最
も
肝
要
な
る
に
不
拘
、
我
闘
に

は
ζ

白
紐
の
研
究
に
乏
し
い
の
は
著
者
と
共
に
誠
に
歎

T
-へ
き
事
で
あ

る
。
叉
地
域
的
研
究
は
寅
際
的
方
而
よ
り
い
ふ
も
重
大
な
る
問
題
で
あ

る
。
中
央
集
椴
思
想
に
囚
は
れ
た
る
日
本
人
目
、
口
に
は
地
方
分
地
な

E

と
い
ふ
が
、
賞
際
に
は
東
京
以
外
山
地
に
日
本
は
な
い
か
の
如
〈
考
へ
、

地
方
自
事
に
は
甚
だ
拍
蜘
心
で
あ
る
。
従
て
地
方
的
特
色
を
知
ら
な
い
役

人
共
は
、
遮
二
無
二
回
洋
的
施
設
を
棋
倣

L
て
之
聖
地
方
に
貨
施
ナ
る
が

故
忙
、
地
方
由
貿
情
と
は
長
(
木
に
骨
を
接
い
だ
よ
う
な
民
政
を
行
う
て

居
る
事
H
F
9
{
な
い
。
著
者
の
官
白
如
〈
明
油
初
年
に
段
値
さ
れ
た
地
理

局
が
長

f
仔
泊
し
て
日
明
た
な
ら
ば
、
地
方
事
情
も
よ
〈
問
問
先
さ
れ
、
又
地

域
的
研
究
も
陸
興
し
た
に
漣
な
い
。
と
白
方
而
白
事
柄
が
樟
関
税
せ
ら
れ

た
白
は
誠
に
遺
憾
の
事
で
あ
る
。
併
し
又
一
面
に
於
て
近
来
地
方
且
誌
の

研
究
甥
嶋
田
機
連
に
向
ひ
っ
ミ
あ
る
が
故
に
、
現
柑
惜
由
研
究
は
亜
な
り
、

地
域
的
研
究
に
よ
っ
て
民
自
君
臨
に
於
け
る
人
文
地
瑚
皐
的
研
究
も
大
に

遊
民
す
る
事
と
出
ふ
。

要
す
る
に
小
田
内
氏
の
著
書
は
部
分
的
。
肘
弛
研
究
は
世
{
、
主
と
し

て
我
固
に
於
け
る
人
文
地
理
事
殊
に
架
落
研
究
目
不
揖
を
歎
じ
、
串
者
が

ζ

由
方
面
に
閥
心

E
有
す
e
へ
き
事

E
主
謹

L
、
叉
加
何
な
る
方
怯
を
附
ふ

べ
き
か
を
敬
ふ
る
も
四
で
あ
る
。
著
者
由
主
蹴
に
は
金
〈
向
惑
で
あ
る
ω

銭
L
h

輯

第
二
十
E
巻

五

四
七

， ，-・.，， . ~ 



雑

録

来
落
に
闘
す
る
三
新
著

第
二
十
五
省
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H
我
々
が
著
者
に
望
む
同
聞
は
と
の
主
義
主
援
に
立
脚
し
て
、
日
本
自
身
内
い
て
あ
れ
と
れ
と
議
論
を
喝
さ
ず

L
て
、
一
直
線
に
事
貨
に
つ
き
て
と
ワ

研
先

k
m骨
組
的
に
碗
究
し
、
以
て
我
々
の
菊
を
砕
か
れ
ん
事
で
あ
り
、

1
1
ι
、
!
と
研
究
を
断
行
し
た
。
小
川
内
氏
も
い
へ
る
が
如
{
、
村
部
は
世
智

正
に
与
え
地
到
串
O
任
務
研
究
劃
曲
部
及
び
方
訟
を
一
一
野
理
論
的
に
紋
-M
せ
一
組
紬
白
原
塑
て
あ
抑
止
而
し
て
民
家
は
村
部
由
市
位
な
る
が
故
に
、
利
落

ら
れ
ん
事
で
あ
る
o
向
ほ
附
言
し
皮
い
凶
は
朝
鮮
一
零
時
山
研
究
に
於
て
一
白
研
究
は
須
{
民
家
よ
り
担
め
ね
ば
な
ら
由
。
藤
川
氏
位
正
に
小
川
内
氏

は
、
同
俳
人
由
日
常
止
加
と
一
品
桜
山
醐
係
あ
る
市
場
に
つ
き
て
地
理
準
的
一
山
主
張
を
蚊
?
と

L
て
賀
行
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
小
町
内
氏
と
共
に
之

考

察

兵

士

れ

ん

事

で

あ

る

o
l出
版
車
室
長
院
、
聞
大
刊
三
一
監
事
非
凶
暴
と
し
て
喜
び
鹿
い

o藤
同
氏
は
一
芸
人
事
章
者
に

L

↑

O
耳
、
定
倒
ニ
闘
一
ユ
十
鈍
|

l

一
て
、
従
て
民
家

E
盟

主

よ

り

分

布

白

概

念

品

て

偲

慢

す

る

事

長

、

、

、

、

、

一

と

せ

ら

れ

た

る

も

、

そ

目

前

提

と

し

て

来

蕗

山

格

成

型

索

た

る

民

家

。

史

第
二
藤
岡
一
克
恭
氏
日
本
民
家
史

的
段
展
を
研
究
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
書
中
論
越
せ
ら
る
L

所
は
決

著
者
は
脊
車
力
行
、
精
力
そ
由
も
自
主
如
き
感
を
奥
ふ
る
熱
心
な
る
研
一
・
し
て
唱
な
る
先
的
獅
装
計
り
で
は
な
〈
、
巧
み
に
空
間
的
分
布
的
視
察
と

究
者
に
し
て
、
第
三
商
事
事
校
丑
刊
日
大
民
的
帯
革
峰
に
於
て
人
文
地
瑚
皐
一
時
間
的
政
民
的
邸
擦
と
を
支
錯
せ

L
晶
、
又
一
々
姉
品
帽
に
よ
っ
て
説
明
走

。
講
義
を
な
し
つ
ミ
戒
は
支
那
黄
抑
協
域
内
歴
史
地
理
的
研
究
を
な
一
加
へ
、
誠
者
を
し
て
よ
〈
民
家
の
歴
史
的
地
理
的
概
念
を
理
解
せ
し
む

し
或
仕
日
本
金
闘
に
行
脚
し
て
民
家
。
踏
査
走
行
ふ
得
、
常

ιそ
の
熟
一
る
。
輩
L
之
は
氏
が
徒
ら
に
抽
象
論
を
事
と
せ
ず
し
て
、
有
し
〈
も
文
献

心
さ
に
我
々
は
敬
服
し
て
居
る
。
新
著

H
本
民
家
且
は
そ
の
多
年
研
究
山
一
に
徴

L
得
ざ
る
も
由
、
又
は
自
ら
踏
査
せ

f
る
も
由
に
つ
き
で
は
、
決

L

牧
盤
て
あ
っ
て
、
従
端
ζ

白
鶴
白
研
究
は
幸
山
ヅ
控
者
せ
ら
れ
て
居
り
、
抹
一
て
脳
卒
な
る
揃
断
を
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

に
今
和
史
郎
氏
。
著
者
日
本
白
民
家
自
如
き
も
血
中
田
宮
泊
目
を
奮
い
て
ゐ
一
本
当
は
堂
々
六
百
百
円
。
大
著
に
し
て
晴

E
各
頁
に
諸
民
版
を
入
れ
、
眠

た
が
、
旗
印
氏
自
著
古
の
如

E
歴
史
的
地
瑚
的
に
、
日
本
金
闘
に
亘
て
概
一
白
あ
た
り
奇
積
由
民
家
を
油
備
せ
し
め
て
府
る
。
第
一
目
酬
に
比
四
て
は
民
家

加
せ
る
本
国
は
、
未
だ
そ
由
比
を
凡
な
い
と

a
L。
最
も
従
車
民
家
自
研
一
世
最
も
明
確
に
特
徴
づ
け
る
所
由
量
棋
に
つ
き
て
検
討
を
試
品
、
各
種
目

究
に
劃

L
て
は
州
出
品
。
興
時
を
布
L
、
昧
に
最
近
日
本
村
博
が
念
週
を
な
一
尉
拙
心
構
也
と
そ
の
鑓
化
を
遮
ペ
、
更
に
そ
由
地
理
的
分
布
を
明
か
に
し

L

O

A
あ
る
を
凡
て
、
一
日
も
早
〈
日
本
岡
有
由
村
部
及
び
民
家
由
研
究
一
て
府
る
。
而

L
て
氏
は
小
川
内
民
と
同
巴
〈
、
民
家
自
構
造
白
内
に
於
て

を
企
て
た
い
と
必
ひ
乍
b
、
公
器
及
び
他
の
研
先
に
忙
殺
さ
れ
て
之
を
岡
本
一
民
雄
性
を
見
出
さ
ん
と
し
て
ゐ
る
事
は
之
を
所
々
に
覗
ふ
事
走
う
べ
{
、

す
事
が
山
車
な
か
っ
た
。
と
の
時
に
官
官
て
藤
剛
氏
自
著
書
を
符
た
る
は
一
例
凡
ば
四
阿
白
分
布
限
強
よ
り
し
て
古
代
に
於
け
る
帥
化
刊
鮮
人
自
分
布

金

の

最

も

苓

恰

に

耐

え

な

い

戎

第

で

あ

る

。

世

論

ぜ

ん

と

す

る

が

如

き

は

即

ち

之

れ

で

あ

る

o
X
M血
棋
に
用
ふ
る
材
料

著
者
は
小
間
内
氏
自
如

t
楽
搭
研
究
白
必
要
と
か
或
は
方
法
と
か
に
就
に
つ
奇
て
も
一
々
そ
の
起
原

A
V分
布
を
翻
察

L
、
尉
根
に
よ
っ
て
郁
郎

一一 ι 一一一

-E 
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の

酬

を

も

明

か

に

せ

ん

と

し

た

。

聞

方

法

、

そ

の

性

質

轄

に

よ

っ

て

必

然

的

に

民

家

骨

形

式

、

組

済

生

活

白

第
二
嗣
に
於
て
は
民
家
白
問
眠
り
を
研
究
し
て
あ
る
。
届
棋
が
千
差
高
様
式
が
鎚
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
挺
に
附
録
と
し
て
都
披
・
と
し
て
白
大

別
で
あ
る
と
同
じ
〈
、
そ
の
間
取
も
決
し
て
同
一
で
は
な
い
が
、
併
し
あ
-
坂
、
及
び
京
都
市
内
に
残
存
せ
る
古
代
目
諜
潜
在
牧
蹴
す
。
殊
に
後
者
は

る
-
定
の
村
落
昆
は
地
方

ι
っ
き
て
足
れ
ば
、
一
定
白
規
椅
に
従
つ
で
居
一
我
々
京
都
に
在
住
す
る
も
白
に
と
り
て
陪
極
め
て
興
味
あ
明
、
且
つ
紐
々

り
、
一
定
の
地
方
色
を
形
成
し
て
居
る
事
は
、
藤
田
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
一
回
示
唆
を
典
ふ
る
も
の
に
し
て
、
我
々
が
艶
心
に
市
白
内
外
を
融
歩
し
て

明
か
で
あ
る
。
著
者
位
間
取
に
つ
き
て
も
一
々
そ
の
歴
史
的
髄
語
と
そ
の
一
地
も
以
づ
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
氏
自
研
究
に
よ
づ
て
歴
史
串
的
闘
心
を

地
方
的
分
布
と
を
遮
4
、
直
に
そ
白
昼
現
由
形
式
と
白
闘
停
に
於
て
観
察
一
喚
起
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
て
あ
る
。
著
者
は
屋
根
め
地
理
的
分
布
白
原
凶
に
つ
き
亡
は
か
な
り
積
一
日
本
民
家
直
会
嗣
を
祖
じ
て
、
著
者
出
如
何
に
背
心
せ
ら
れ
た
る
か
を

々
の
方
面
よ
り
説
明

L
K
う
と
努
力
せ
ら
れ
て
居
る
よ
う
て
あ
る
が
、
同
一
覗
U
う
る
と
同
時
に
、
之
に
よ
っ
て
日
本
金
田
聞
に
於
け
る
民
家
の
分
布
批

取
が
地
方
l
t
k
よ
っ
て
義
異
を
有
す
る
所
以
に
づ
き
て
は
依
り
論
及
せ
一
態
及
び
そ
の
箇
様
を
副
ふ
事
が
山
車
、
今
後
と
の
種
の
研
一
控
を
な
さ
ん
と

ら
れ
て
ゐ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
屋
根
由
加
奇
井
部
に
錦
は
る
誌
も
由
同
自
一
す
る
も
の
は
之
を
誌
と
し
て
考
察
し
て
行
げ
ば
無
加
の
徒
俸
を
し
な
(
&

然
的
事
前
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
る
L
事
が
大
て
あ
る
事
は
森
島
に
考
へ
作
一
も
よ
い
で
あ

ιぅ
。
又
そ
の
出
す
所
は
徒
ら
た
る
櫛
愈
諭
に
流
れ
ず
、
事

ち
る
‘
?
も
、
間
取
り
も
自
然
的
事
情
に
崩
都
せ
ら
る
誌
と
同
時
に
、
又
そ
一
貨
む
即
越
を
旨
と
せ
ら
れ
た
る
に
拘
は
ら
ず
、
仰
ほ
誠
者
の
興
味
を
そ
A

白
地
方

f
k
白
阜
市
様
式
直
に
は
粧
済
事
情
に
よ
る
事
も
少
{
は
あ
る
ま
一
る
事
甚
だ
拠
{
、
人
文
地
理
加
平
由
研
究
者
た
ら
ざ
る
一
般
の
人
々
に
も
軸

い
e
個
々
の
間
隔
白
描
喝
の
外
に
こ

D
貼
を
一
層
研
究
せ
ら
れ
ん
事
を
切
一
め
て
面
白
{
簡
品
う
る
書
物
で
あ
る
。
著
者
は
地
理
内
研
究
の
前
提
と
し

望

す

る

。

一

て

比

一

試

の

歴

史

的

概

愈

を

把

捉

す

る

錦

品

に

之

E
研
宜
せ
ら
れ
た
の
で
あ

第
三
編
に
於
て
は
歴
史
上
よ
り
家
作
。
艶
化
聖
観
察
し
、
上
古
自
家
と
一
り
、
又
我
々
も
と
の
研
究
量
以
て
人
文
地
理
回
申
者
・
と
し
て
の
藤
田
氏
。
佳

そ
由
大
さ
を
文
献
及
び
質
拙
物
よ
り
考
誼
し
、
更
に
奈
且
朝
時
代
、
平
安
一
務
が
完
了
せ
ら
れ
た
も
由
と
は
忠
は
な
い
。
従

τ、
泣
か
ら
ず
し
て
民
家

制
時
代
、
鎌
倉
室
町
時
代
田
民
家
主
叙
し
て
賞
時
の
民
衆
白
生
活
枇
患
を
一
世
綜
合
的
に
観
察

L
、
来
落
地
理
事
由
封
訴
と
し
て
之
を
肝
究
賞
た
せ
ら

岡
明
す
る
事
に
ワ
と
め
、
企
て
江
戸
時
代
由
民
家
由
模
様
及
び
民
家
建
築
一
る
弘
事
と
思
ふ
。
仰
ほ
余
由
希
望
す
る
闘
は
、
著
者
が
あ
れ
程
に
間
取
に

に
劃
す
る
制
限
、
三
間
梁
白
向
高
等
監
詳
越
し
て
あ
る
。
静
岡
編
は
民
家
一
っ
き
て
も
詳
密
に
研
究
せ
ら
れ
た
山
り
で
あ
る
か
ら
、
裂
に
誕
ん
で
、
民
家

。
所
在
地
た
る
宅
地
の
肝
究
に
し
て
之
は
各
地
方
の
樋
済
肱
趨
を
知
る
上
一
に
附
腿
す
る
倉
庫
の
研
究
を
進
め
ら
れ
ん
事
で
あ
る
。
民
家
の
醇
式
が
地

に
於
て
も
極
め
て
必
要
の
事
で
あ
る
在
同
時
に
、
民
家
白
本
質
を
知
る
錦
方
的
歴
史
に
麹
化
す
る
と
同
時
に
、
倉
時
も
亦
輔
々
の
形
相
を
以
て
現
は

め
に
は
必
ず
こ
の
研
究
を

L
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
董
L
宅
地
的
成
棟
、
分
れ
る
Q

溢
し
倉
岬
は
人
間
が
最
も
律
重
し
愛
護
す
る
白
手
段
と

L
て
建
造

一
二
三
七

職

来
高
に
刷
す
る
三
新
著

第
二
十
五
巻

四
;九

鍛

第
六
暢

，・..，，，de



雑

第
二
十
五
番

五
O 

J、

業
務
に
闘
す
る
三
新
著

第

揖

軸

一←←一一ーー

岡
、
掲
逸
、
印
度
、
ロ
シ
ャ
、
瓜
時
等
由
井
置
村
落
を
栴
詑

L
、
更
に
共

産
村
静
琵
止
に
闘
す
る
串
誌
と
し
て
原
拍
共
有
晶
、
原
始
私
武
柏
原
因

一
話
、
人
種
原
問
説
、
白
部
設
撞
誌
を
列
選
晶
討
し
、
品
捕
る
後
、
「
人
類
題

化
由
法
川
口
民
旋
量
調
じ
単
純
一
律
に
適
用
せ
ら
る
ペ
舎
に
非
ず
a
人
掴

一
白
一
位
曾
相
は
或
は
自
然
的
環
境
に

k
p生
存
白
物
的
蹄
件
を
異
に
し
、
或

前
自
二
者
と
全
然
同
時
れ
る
範
同
時
に
於
て
村
荷
量
研
究
せ
る
も
白
は
師
ち
一
は
人
種
持
動
に
基
昔
、
或
は
行
政
的
胸
係
に
よ
り
、
或
は
機
倣
に
よ
る
串

岡
村
出
氏
り
琉
球
共
産
村
搭
由
研
究
て
あ
る
。
氏
自
閲
歴
に
闘
し
で
は
之
一
揖
多
目
複
雑
に
し
て
特
異
的
な
る
外
部
的
干
世
に
影
響
せ
ら
札
て
之
等
討

を
詳
か
に
し
な
い
が
、

λ
川
一
一
一
郎
博
士
山
序
文
に
よ
れ
ば
、
著
者
は
琉
時
一
向
的
動
機
k
絶
え
ざ
る
相
闘
交
捗
に
よ
り
て
趨
化
せ
る
も
?
と
い
ふ
を
得

に
役
人
と
し
て
在
勤
せ
ら
れ
、
そ
O
聞
に
蒐
集
せ
る
材
料
に
よ
っ
て
、
乙
↑
ベ

L
L
と
で
(
ニ
凹
頁
て
世
曾
組
織
白
琵

ME一
元
的
に
諮
問
す
る
事
に

白
大
者
を
完
成
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
畠
る
u

疏
時
白
土
地
制
区
に
ワ
一
一
民
封

L
、
更
に
厨
有
憾
の
腕
窓
が
古
代
と
注
世
と
に

k
っ
て
全
然
異
る
も

・
き
で
は
巳
に
研
究
を
盛
表
せ
る
も

2
し
も
少
し
と
せ
ず
、
就
巾
向
上
博
一
白
と
し
、
「
島
義
枇
曾
白
土
地
井
有
白
型
富
狭
義
に
解
ず
る
も
白
と
せ

士
、
故
内
同
銀
成
博
土
の
諭
丈
、
故
仲
古
朝
助
氏
自
研
究

l
l之
は
会
苅
一
ば
、
活
世
法
的
世
租
た
る
共
有
地
配
意
味
す
4

き
も
の
に
非
ず
し
て
血
雄

官

T
に
歪

ιな
か
っ
た

l
長

在

日

す

2
2で
あ

る

が

、

一

を

基

礎

と

す

る

原

首

位

員

は

土

地

所

有

に

型

車

な

る

雲

7
L

本
帯
。
如
〈
越
大
に
し
て
一
白
峰
品
を
な
せ
る
も
由
は
、
ム
事
由
基
聞
を
以
一
て
自
由
民
土
地
を
舟
占
健
用

L
共
用
し
た
る
を
意
味
す
る
も
由
と
い
ふ
イ

て
す
れ
ば
、
未
だ
之
監
知
ら
な
い
@
人
類
枇
官
由
設
展
過
程

E
研
究
す
る

-
t、
直
ち
に
原
始
共
有
論
者
の
論
ず
る
が
如
(
土
地
私
有
は
共
布
に
後
れ

上
に
於
て
、
且
担
割
に
逢
着
す
る
川
雄
な
る
川
周
目
、
原
抗
批
曾
に
於
て
如
一
て
臨
盟
議
す
る
も
の
な
り
と
論
ず
る
を
得
ざ
る

4
L」
在
、
嗣
同
徳
三
博
士

何
な
る
枇
合
組
純
白
存
在
せ
し
て
一
定
申
文
化
後
民
自
階
段
に
於
て
は
一
と
楠
岡
巧
の
詑
を
遇
4
、
琉
建
白
川
叫
ん

V
V曹
L
f
は
m
匹
、

r
r
o例
を

人
蜘
酬
は
品
鵠
的
に
原
始
共
産
制
を
有
す
る
?
と
い
ふ
事
で
あ
る
o
金
も
ζ

一
事
げ
て
論
誼

L
、
之
は
「
串
ろ
原
始
的
私
有
の
基
礎
を
明
に
せ
る
も
自
に

白
問
題
に
闘
し
で

9
か
ら
ぬ
興
味
を
も
ち
、
多
少
山
研
究
会
試
み
、
昨
年
一
し

t
原
始
共
有
論
者
は
比
較
的
文
化
。
趨
み
た
る
農
耕
制
度
目
下
に
行

京
都
帝
岡
大
串
斑
期
鱗
前
舎
に
於
て
は
雑
殴
な
が
ら
、
原
日
時
枇
舎
に
札
即
け
て

2
L共
有
事
貨
を
諭
山
静
と
す
る
も
の
に
し
で
原
始
的
論
設
に
欠
「
る
所

る
共
産
村
落
に
つ
き
て
諮
越
し
た
担
て
あ
る
。
さ
れ
ば
余
は
岡
村
氏
の
草
一
な

Y一
と
断
じ
、
従
来
。
原
始
共
産
制
一
週
産
設
に
反
封
せ
ら
る
与
も
白
ミ

替
を
一
県
に
し
て
韻
了
せ
ざ
る
を
停
な
い
程
に
興
味
を
魔
え
た
白
で
あ
一
却
〈
て
あ
る
。

る

。

著

者

自

詑

に

よ

れ

ば

、

琉

球

目

共

産

村

落

は

原

始

時

代

の

門

族

共

産

盛

に
淵
諒
し
た
る
も
四
組
千
二
百
六
十
三
草
英
削
王
由
創
意
に
よ
っ
て
共
有

せ
ら
る
h
も
り
で
あ
る
か
ら
、
人
々
は
金
庫
白
建
港
に
封
し
て
は
極
め
て

詰
窓
を
抑
ふ
か
ら
で
あ
る
。
|
|
出
版
書
身
刀
江
省
書
院
、
荷
州
六
百

瓦
、
闘
阪

A
W
V却
檎
三
百
六
十
倍
枚
、
定
借
入
間
人
命
鈍
|
|

琉
球
共
産
村
落
の
研
究

第

田
村
浩
氏

第
一
章
主
産
村
落
栴
歯
に
於
て
先
づ
原
知
舵
舎
の
構
成
を
詑
母
、

英

.一'，."・.'・，



←一一一一

口
分
岡
田
制
ポ
寅
施
せ
ら
れ
、
慌
て
そ
の
人
頭
割
地
は
貫
租
に
よ
る
人
頭

賦
課
と
不
可
分
白
閥
係
に
あ
nv
と
し
、
更
に
麗
長
以
後
島
津
民
白
支
配
力

白
優
勢
と
な
る
に
つ
れ
、
門
剖
制
度
に
類
似
せ
る
定
期
地
創
世
行
ひ
、
直

に
千
九
百
三
年
以
車
土
地
私
有
制
を
破
立
し
て
、
あ
る
一
部
山
地
方
の
か

に
共
産
制
由
行
は
る
誌
に
至
っ
た
と
い
ふ
。
藷
に
於
て
著
者
は
先
づ
門
旋

組
織
白
研
究
を
試
み
た
。
そ
叩
担
す
所
は
、
我
闘
上
伐
の
民
族
制
度
由
翻

推
物
と
し
て
誠
に
控
目
に
値
ひ
す
る
も
由
で
あ
る
。
又
北
詰
村
搭
滋
阜
の

根
本
的
踊
茶
と
し
て
白
門
中
止
び
根
神
白
組
制
を
明
に

L
、
ア
マ
ミ
キ
ヨ

旋
山
詳
細
な
る
考
離
昨
よ
っ
て
琉
球
同
家
砧
段
。
模
様
を
遇
4

て
居
る
。

之
等
の
研
究
仕
眠
昧
棋
糊
た
る
輯
闘
古
代
目
融
合
艦
制
を
考
察
す
る
よ
に

多
大
内
示
唆
を
奥
ふ
る
も
回
て
あ
る
。

次
に
共
産
村
落
。
盛
脱
略
式
及
び
過
程
に
つ
き
て
は
、
古
代
期
村
務
臨
盟

主
白
地
勤
は
披

O
E
-
-
E
t以
て
代
車
的
時
盟
主
な
し
、
。

E
Fロ
は
古

代
材
落
後
生
前
の
集
岡
部
帯
に
し
て
、
「
村
」
又
は
「
披
」
を
意
味
す
る
も
白

と
し
た
。
中
世
期
町
村
落
に
は
ニ
積
あ
り
て
、
一
は
古
代
期
白
村
部
よ
り

輔
化
せ
る
門
中
氏
旋
出
土
着
の
最
も
古
き
一
門
を
構
成
し
、
其
の
門
族
よ

り
支
分
せ
ら
れ
て
材
務
的
畿
生
し
た
る
も
由
に
し
て
、
二
位
門
中
支
族
的

靖
加
に
従
H
V

先
住
地
た
る
正
陵
を
去
り
て
平
原
に
渡
良
L
田
耕
を
行
。
村

落
を
構
成
せ
る
も
四
て
あ
る
。
近
世
の
村
落
は
、
務
部
時
代
に
部
臨
白
命

令
に
よ
り
噌
加
せ
る
士
族
を
原
野
又
は
海
謹
に
咽
制
的
に
圃
噛
移
住
を
な

、

.

、

、

、

、

、

き
し
め
た
る
事
訓
ち
届
取
に
基

t
も
の
、
村
建
又
は
村
移

L
主
稗
す
る
既

存
部
落
白
岳
部
的
叉
は
一
部
的
岨
制
移
住
に
基
〈
も
由
、
一
門
岩
L
〈
は

支
門
中
が
任
意
文
目
公
認
に
山
り
既
存
部
落
に
個
別
的
事
住
を
鵠
せ
る
も

そ
之
て
あ
る
。
而
て
土
着
門
中
を
以
て
組
帥
せ
る
部
帯
に
柵
別
的
に
移

義
務
に
闘
す
る
三
新
著

雑

量事

住
せ
る
は
極
め
て
最
近
白
事
に

L
て
、
之
は
個
別
的
自
由
格
輔
が
一
村
山

共
同
責
任
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
と
い
ふ
。

疋
に
各
地
方
自
村
博
資
生
自
事
情
を
各
村
落
に
つ
き
で
個
別
詳
細
に
記

越
し

R
っ
そ
の
村
落
内
部
忙
於
け
る
枇
命
組
叫
紐
岬
組
織
等
世
一
一
-
々
誼
明

し
て
あ
る
。
第
三
章
に
於
て
は
琉
球
目
土
地
共
有
制
を
耐
究

L
、
土
地
共

有
制
の
下
に
一
般
に
行
は
る
耕
地
配
分
法
た
る
定
期
地
割
の
起
掠
に
犠

E

起
し
て
あ
る
。
琉
球
。
定
期
地
剖
什
起
誠
に
闘
し
て
は
定
祉
は
な
い
の
で

あ
る
が
、
著
者
は
定
期
地
割
を
以
て
慶
長
検
地
叫
挫
の
も
の
な
り
と
し
、

そ
の
以
前
に
於

τは
英
臨
王
山
時
代
よ
り
井
同
法
Mm
行
は
れ
た
と
越
4

、

耕
地
班
同
制
と
定
期
地
割
制
と
を
共
同
耕
作
由
一
積
と
し
、
諸
岡
村
落
共

産
暗
に
あ
り
て
は
、
後
者
が
文
化
自
治
み
た
る
階
段
に
於
て
前
者
よ
り
生

f
4
き
制
度
な
り
と
せ
ら
る
ミ
色
、
之
に
つ
き
て
け
議
論
。
偽
地
あ
る
白

み
な
ら
子
、
概
念
上
回
混
同
な
き
品
?
を
推
は
ざ
る
を
狩
由
。
一
見
に
向
章
第

一
ユ
聞
に
於
て
は
諸
問
政
時
代
自
定
期
地
割
を
論
じ
、
地
剖
の
方
法
轄
を
詳
細

に
詰
明
し
て
あ
る
。

第
四
章
は
共
同
買
和
制
む
論
じ
て
あ
る
が
、

ζ

の
共
同
賞
租
制
は
本
土

各
落
。
売
れ
と
暗
"
と
異
る
所
が
な
い
か
ら
、
之
は
品
し
も
共
産
村
部
特
有

白
も
の
主
い
ふ
事
同
山
車
た
い
。
第
五
章
は
井
同
組
済
的
施
践

E
研
究

、
、
.
、
、

し
、
棋
ム
ロ
及
び
寄
り
、
共
間
決
算
、
側
荒
貯
蓄
を
掲
げ
て
居
る
。
併
し
之

等
旧
事
柄
も
徳
川
時
代
に
は
一
般
に
本
土
に
於
て
行
は
れ
た
る
所
に
し

て
、
崎
球
。
共
産
村
搭
白
み
に
陣
ら
る
h

も
白
で
は
な
い
。
制
限
注
意
す

ベ
舎
は
第
四
柿
白
共
同
耕
作
の
協
で
あ
る
。
著
者
は
共
同
耕
作
を
如
何
な

る
意
味
に
解
せ
ら
れ
た
る
か
は
知
ら
自
が
、
民
自
文
章
を
且
る
と
、
共
有

地
を
岡
他
民
Jm
共
同
に
耕
作
せ
し
か
に
解
せ
ら
れ
て
居
る
よ
う
ど
あ
る
。

第

二

十

五
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副
舶
に
闘
す
る
三
新
著

ールム一一一

加
何
な
る
土
地
井
有
制
的
下
に
於

τも
、
か

c白
師
き
窟
味
。
共
同
耕
作

。
行
は
れ
た
る
所
は
告
白
謀
聞
を
以
て
す
れ
ば
措
ど
之
官
且
な
い
。
#
戸

が
樹
立
し
て
耕
作
し
、
只
租
砥
そ
の
他
に
つ
奇
て
連
帯
責
任
を
有
す
る
に

ナ
ぎ
由
場
合
が
多
い
白
で
あ
る
。
若
し
琉
球
に
於
て
か
〈
内
・
叩
き
井
岡
耕

作
が
行
は
れ
た
と
ナ
れ
ば
誠
に
明
外
的
曲
面
白
い
現
象
て
あ
る
。
併
し
乍

ら
著
者
が
そ
の
論
践
と
し
て
一
軍
さ
る
h

諮
村
公
事
帳
白
文
言
に
よ
れ
ば
、

副
地
を
受
け
た
る
も
叫
が
何
等
か
白
事
故
に
よ
っ
て
耕
作
L
得
ざ
る
場
合

に
、
村
氏
出
惣
作
を
な
し
て
租
耐
を
代
納
し
た
も
の
h

如
〈
で
島
る
。
故

に
ζ

由
場
合
に
於
て
は
特
に
共
同
耕
作
目
意
味
を
明
白
に
定
義
し
て
行
前

せ
ら
る
誌
の
必
挺
が
あ
る
と
思
ふ
。
第
六
出
品
は
共
産
村
搭
の
続
制
ξ

目
す

ペ
き
か
山
山
に
つ
き
て
詳
説
し
て
あ
る
が
、
内
法
に
は
必
し
も
北
陸
制
に
間

有
田
も
り
で
な
い
規
定
も
拙
さ
れ
で
あ
っ
て
、
徳
川
時
代
由
主
人
組
措
白

如
告
性
質
由
も
白
出
多
い
よ
う
て
あ
る
。

本
書
日
土
地
共
官
制
出
文
化
史
ょ
に
於
て
削
何
な
る
地
位
を
有
す
る
か

世
論
ず
る
よ
に
有
力
な
る
責
料
を
秘
叫
し
う
る
事
は
、
余
白
艇
は
ぎ
る
庇

て
あ
る
が
、
本
書
在
的
醐
L
T訂
〈
川
に
論
理
上
白
阻
師
に
非
ず
や
と
息
品
る

ミ
倒
所
も
あ
り
、
又
文
窓
山
口
明
か
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
著
者
自
民

窟
を
充
分
に
理
解
す
る
事
。
出
車
な
か
っ
た
場
合
が
少
〈
な
か
ワ
た
由
は

余
目
甚
だ
遺
憾
と
す
る
所
て
あ
る
。
俳
L
之
は
法

ι〈
余
白
不
才
の
致
す
一

所
ど
あ
り
又
一
誠
町
時
に
誠
了
し
た
結
果
て
あ
ら
う
。
儲
ほ
と
の
機
舎
に
↑

於
て
故
仲
首
相
助
氏
は
多
年
琉
嘩
山
土
地
制
肢
を
研
究
せ
ら
れ
乍
ら
、
抽
棺
↑

に
そ
凶
稿
を
公
刊
す
る
に
至
ら

f
L
て
逝
去
せ
ら
れ
た
る
事
に
劃

L
、
夏
目

心
よ
り
哀
悼
由
意
を
哀
し
庇
い
。
仲
古
止
も
本
明
者
出
代
目
J

て
世
に
出
て
た

白
て
地
下
に
よ
る
ζ

ん
て
居
ら
れ
る
事
と
凪
，
t
o
l
l
-出
版
昔
砕
阿
書
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